
政策の実現
看護連盟は、具体的に実現するため、

議員を応援して
政策の実現につなぐ

政策の提言
看護協会は、看護の実態に関する
データ収集、 エビデンスの開発を

もとにした政策の提言

看護協会と看護連盟の役割
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〔参考：日本看護連盟幹事 岡山尭憲氏作成資料〕

職能団体 青森県看護連盟について



「政策の実現」で看護の未来をつくる
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看護が抱える問題を本質から探り
政治を動かし より良い社会を作る

看護の力で健康な社会をめざす

答えは現場にある
あなたの声が力になる

看護の未来、日本の未来のために
あなたの声を届けよう！！



１ 社会の変化に応じた看護環境や仕組み作りが必要
２ 看護職の処遇改善や教育の充実・地位の向上を図るための

 法律の制定や改正が必要
３ 陳情や請願の繰り返しだけでは看護に関する法律上の

問題解決につながらない
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社団法人日本看護協会
１９４６（S21）

政治力が必要

政治団体 日本看護連盟設立
１９５９（S34）

２００５スローガン
「べッドサイドから政治を変える」

２０２０新スローガン
「届けよう看護の声を！私たちの未来へ」
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目的：看護協会の目的達成に必要な政治活動
を行い国民の健康と福祉の向上に貢献する



社会から信頼される自律した組織になるために
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2022年10月・・・「看護職等の処遇改善手当」が診療報酬に～
2023年4月・・・・「国家公務員の医療職俸給表㈢」の見直し
＊国家公務員医療職俸給表（三）は、国のみならず、自治体立・公的、民間と広範な医療機関の看護職の賃金増に
影響しています。

確かな政策実現力
～看護現場を理解
する議員を増やす

強力な集票力～
看護職１６０万人
に見合った集票

多くの人材提供力～
会員・非会員に対す
る広報活動、情報
ネットワークの確立

今こそ、青森県看護連盟に、あなたの声と

一人ひとりの力、そして会員数が必要です。

“ 数は力 ”
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Γ看護師等の人材確保の促進に関する法律（人確法）」以降の看護界の動き
参考資料

基準看護加算２０％程度の大幅アップ
 ＊看護大学の新設・短大の四大化進む
＊夜間勤務等看護加算では４人体制・月9回以内の区分新設
＊一般病床と療養病床が区分、一般病床の看護職員配置が４：１から３：１に

名称の変更～保助看法改正保健師、助産師、看護師、准看護師に変更・統一
＊緩和ケア、がん化学療法の専任看護師誕生
 ＊診療報酬の改訂～入院基本料７：１新設
 ＊保助看法・人確法改正～保健師、助産師の教育年限を6か月以上から１年以上に
 ＊卒後臨床研修制度の推進（努力義務化）

看護師の特定行為研修制度創設
 ＊人確法の改正～看護師等離職時の都道府県ナースセンターへの届出規定（努力義務）の創設
 ＊夜間看護体制の充実に関する評価新設
 ＊病院看護師の参画と役割明記～退院支援加算/退院後訪問指導料/訪問看護同行加算
 ＊夜勤手当の増額～国家公務員の夜勤看護手当を増額し、民間の医療機関や施設への波及を目的に実施
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現状 目指す姿へ

＊仲間を増やす
＊自分たちの手で看護職を国政へ、

地方議会へ送る
＊自分の権利を行使する

力強くしっかり進む！

連盟会員であることの本質は何か
(会員：正会員･特別会員)
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いい仕事（看護）がしたい
働きやすい職場で働きたい
自分の望む生活がしたい
社会に貢献したい
自分磨きがしたい
会員の権利を行使   ets

 社会貢献
 看護の必要性・継続性
 社会的な評価を上げる
 看護の質向上
 看護職の処遇改善

社会的な意義働く目的(個人)

個人の努力だけでは
解決できない

組織力で解決

政策の実現
看護連盟

政策の提言
看護協会

連盟

両輪

連盟

協会 協会



看護をつなぐために
いつ？

過去～現在～未来

だれが？

私たち自身が！

どうやって？

目指す姿に向かう！
個人＋組織力の結集

人間愛＝看護愛
ペイ・フォワードの精神 両輪で動く

協会・連盟

ペイ・フォワード（恩送り）
「人から受けた善意をその相手とは
違う誰かに広げていく」ことを表す。
人から受けた善意をその相手へ返す
「ペイ・バック」とは違い、他の誰かに
恩を先送りする。

こんな考えも参考に！
「情けは人の為ならず」（情け(親切)はいずれ巡り
巡って自分に良いことが返ってくる）

何年も前から、そして
全国の仲間からも力
をもらって今がある！

後輩へつなごう！

1人でできることは
限られる！

組織でならみんなの
ために変えられる！
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